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吉海氏は上記表１に基づいて、日米の差を以下の様にコメントしている。 

R&D の投資水準（国全体の GDP 比率）は、日本は世界でトップレベルの行動をとっており、

日米共に上位 2 つの行政組織で 8 割近いシェアを持つ。 

－ポスドクの民間への就業割合の差は、科学技術に関わる社会構造のひとつの脈絡であ

り、アメリカとの違いが鮮明に出ている。投資の社会還元という意味で、よく吟味が

必要と思う。 

－日本は、サイエンス（学術）と産業という二極構造で行政構造があり、予算構造が対

応している。アメリカの場合には、行政ミッションという、社会の設計の中でそれぞれ

の構成をつくり、そこにある程度資本の集中投下をしている。構造的な違いが成果にど

う影響するかの吟味が必要だ。 

 

1-3）日本の現状と問題点１３）； 

①日本では第 3期の「科学技術基本計画」4)が出て期待されるが、世界の動きと比較すると、

科学技術基本計画の活動がまだインプット政策に偏重（従前のリニアモデル）している。

投資を専門家の意見のすり合わせで決めている状況なので、新しい政策展開を期待したい。 

②システム改革のメカニズムがまだうまく機能しきれていない。これは、科学技術基本計

画の第 1 期からの宿題で、日本の社会構造を反映している。 

ｉ）日本の長所は； 

－個々のクオリティは非常に高く、現場の労働者の勤勉性と、ものづくりの力が非常

に強い。 

－日本の学者の論文の国際的な引用率が非常に高い。 

－研究者のそれぞれの成果についても個々のクオリティが高い。 

ⅱ）日本の短所は； 

－それなのに、なぜ日本の R&D 生産性は低いという指摘をずっと受けているのか？ 

  R/D の活動や構造が内向きで、中で閉じていると思われ、大きな問題である！。 

－総合力という構成について、日本が独自のモデルを未だ創っていないのが理由と思

う。 

ⅲ）総合力を構成するには、マクロ設計とミクロマネジメントの統合化が重要。マクロ

設計は、政府が重要なプレーヤーに成り、小泉総理の改革運動を安倍総理も継承してい

る。ミクロマネジメントは、それぞれの組織体が最適化を図っていくことで、大事なの

は、どうやって総合力という意味での脈絡を社会全体につくっていくかという事である。

人の流動性が低い日本の社会の中で、どうやって上手く統合化するかいうことが、自分

たちの固有モデルを創れるかの鍵になる。 

ⅳ）境界領域に造詣の深い人材の育て方も、難しい面もあるがとても重要である。 
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２．最近のイノベーション活動から 
2-1）イノベーションが叫ばれる背景 
最近、政府の政策、企業活動、社会活動そして大学教育にまでイノベーションという言葉

が積極的に使われるようになっている。その背景には日本の競争力と経済力がピークで

あった 1990-91 年を境に下降気味であり、その反転復活を図るキーとして取上げられてい

る事が主原因であると思う。以下代表的な現在までの日本の傾向をグラフで追ってみる。 
 
 グラフ２－１ 日米企業の ROE の年代経過：（企業の対資産利益率）  

 
 
 
 
 
 
 
  グラフ２－２ 項目別日本の国の競争力順位の推移（IMD のデータから） 
 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
  グラフ２－３ 研究開発費の具体的な貢献度（文科省のデータから）9) 

       














